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オーロラ領域の熱圏・電離圏ダイナミクス

Thermospheric and ionospheric dynamics in the auroral region
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オーロラ領域の加熱に伴う鉛直風の振る舞いを定量的に調べるために、熱圏・電離圏の非静水圧平衡モデルと、
ファブリペロー干渉計とE I S C A Tレーダーによって得られた熱圏、電離圏のデータとの比較を行っている。これま
でに得られた結果では、熱源付近の風は、熱源の高度分布によって大きく影響を受け、熱圏下部と上部で鉛直風
の位相のずれは、熱源が熱圏下部に集中している場合に起きやすいことがわかった。本発表では、グローバルな
風系と局所的な風の相互作用による熱圏風の変動について、モデルと観測の比較の結果について議論を行う。ま
た、熱圏風の電離圏への影響についてのモデル計算の結果についても報告する。

オーロラ領域での熱圏・電離圏の振る舞いは極めて複雑である。これまでの様々な観測から、オーロラ領域付
近の熱圏では、局所的に1 0～100 m/sという激しい鉛直風が存在する場合があることが明らかになってきている。
さらに、ファブリーペロー干渉計の観測によると、高度100 km 付近の熱圏下部での鉛直風と高度250 km 付近の熱
圏上部での鉛直風の位相が大きくずれている場合がしばしば観測されている。このことは、熱圏風が鉛直方向に
一様ではなく、熱源が時間的・空間的に激しく変動していることを示している。特に、局所的に強いオーロラ粒
子の降り込みやジュール加熱がある領域においては、激しい鉛直運動が励起されており、３次元的な運動が引き
起こされている。また、局所的な風系がバックグラウンドの風にも影響を与えていることを示す観測結果も得ら
れており、グローバルな風系とローカルな風系の相互作用も重要な問題である。オーロラ領域付近では、電離圏
の振る舞いも非常に複雑になることが、E I S C A Tによる観測データでも示唆されている。我々は、鉛直方向の運動
量方程式も含めた熱圏大気の非静水圧平衡モデルを用いて、オーロラ粒子による加熱やジュール加熱に伴う鉛直
風の振る舞いを定量的に調べている。これまでは、主に２次元（高度、緯度）のモデルを用いていたが、今回は
これをさらに拡張した３次元（高度、緯度、経度）のグローバル非静水圧平衡熱圏電離圏モデルも用いて解析を
行った。本発表では特に、グローバルな風系の影響も含めたオーロラ領域付近の熱圏・電離圏について、モデル
計算の結果、E I S C A Tの観測、ファブリーペロー干渉計の観測を相互に比較することにより、熱圏・電離圏の変動
のメカニズムを明らかにする。


